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資 料 編 
 処置は、資料への安全性、人体・地球環境への影響を総合して検討・決定しましょう。 
 
 
 
 
 
 
表1 ◎薬剤を用いない殺虫法について 
 
処理 
 
適した用途 
 
材質への影響 
殺虫効果 殺
菌
効
果 
人 体 へ の
安全性 
備考 対象 
低酸素濃度処
理(窒素、アル
ゴンなどの不
活性ガス) 
全般 ほとんど影響しない。た
だし湿度、風圧には注意
○～△ 
木材深部
などに適
用しにく
い対象あ
り 
× ○～△ 
酸 素 濃 度
が 18%以下
に な る と
危険 
処理期間: 
1～3 週間
(室温の場
合 は よ り
長時間) 
 
文化財 
低酸素濃度処
理(脱酸素剤) 
全般 脱酸素剤の種類によっ
ては悪影響を及ぼすも
のがあるので、文化財に
適したものを使用する。
種類、使用量、設置法に
注意 
○～△ 
木材深部
などに適
用しにく
い対象あ
り 
× ○ 処理期間: 
1～3 週間
(室温の場
合 は よ り
長時間) 
 
文化財 
二酸化炭素処
理 
民具(衣装、木製
品、わら製品、
竹製品など)、書
籍・彩色のない
文書類 
きわめて高湿度になっ
た時に、一部の金属、一
部の顔料粉体に変色。そ
の他、大きな影響は報告
されていない。 
○～△ 
カミキリ
ムシなど
一部の大
型木材害
虫は耐性
が強い 
× △ 
二 酸 化 炭
素 濃 度 が
1.5% 以 上
に な る と
危険 
処理期間: 
1～2 週間
(室温の場
合 は よ り
長時間) 
 
一部の
文化財 
低温処理 
(-20～-40℃) 
書籍・古文書、
毛皮・織物の一
部、動植物標本、
木製品(単体) 
一般に左記以外は適用
困難 
○ × ○ 処理期間: 
-30℃で 5
日 程 度 、
-20℃で 2
週間程度 
一部の
文化財 
高温処理 
(50～60℃) 
建造物、木製品、
乾燥植物標本、
資材など 
一般に、左記以外はあま
り適用されない 
○ △ 
胞
子
は
生
存 
○ 処理期間:
数時間～1
日以内 
一部の
文化財、
資材な
ど 
○:高い △:場合によっては低い ×:低い、あるいはまったくなし  
文化財害虫事典 (2001) をもとに改変(2004年３月現在) 
 
全般に処理期間は長めであるが、人体や材質への
影響という点では燻蒸剤の比較にならず、安全面
での利点は大きいです。 
  
 
 
 
表２ ◎使用目的と薬剤 
使用目的  薬剤 商品名の例 対象 
殺虫 燻蒸剤 臭化メチル 
臭化メチル・酸化エチレン 
フッ化スルフリル 
酸化エチレン・フルオロカーボン製剤 
ヨウ化メチル 
酸化プロピレン（希釈剤アルゴン） 
メチブロン 
エキボン 
ヴァイケーン 
エキヒュームS 
アイオガード 
アルプ 
文化財、施設、資材
など 
 蒸散性殺虫剤 DDVP(ジクロルボス)蒸散製剤 パナプレート 文化財 
防虫 忌避処理剤 ピレスロイド(エンペントリン)炭酸製剤
ピレスロイド(シフェノトリン)炭酸製剤
ブンガノンVA 
ブンガノン 
施設など 
 蒸散性防虫剤 DDVP(ジクロルボス)蒸散製剤 
ピレスロイド(エンペントリン)蒸散製剤
パラジクロロベンゼン 
樟脳 
ナフタレン 
パナプレート 
ブンガノン VAプレ
ート 
文化財 
殺菌 燻蒸剤 臭化メチル・酸化エチレン製剤 
酸化エチレン・フルオロカーボン製剤 
酸化プロピレン(希釈剤アルゴン) 
ヨウ化メチル 
エキボン 
エキヒュームS 
アルプ 
アイオガード 
文化財、施設、資材
など 
 消毒剤 エタノール 消毒用アルコール 一部の文化財 
防カビ 防カビ処理剤 ヨード系炭酸製剤 ライセント 施設など 
文化財害虫事典(2001)をもとに改変(2003年3月現在) 
 
 
表３ ◎従来の燻蒸施設の活用について 
 燻蒸剤、その他 用途 備考 
フッ化スルフリル 殺虫  そのまま使用できる 
酸化エチレン・フルオロカ
ーボン製剤 
殺虫 
殺菌 
 
窒素 殺虫 ●温度調節器、湿度調節器
などが必要 
二酸化炭素 殺虫 ●温度調節器、攪拌機など
が必要 
ヨウ化メチル 殺虫 
殺菌 
●特殊なガス発生・投薬装
置、攪拌機などが必要 
改変が必要 
酸化プロピレン 殺菌 
殺虫 
●特殊なガス発生・投薬装
置、攪拌機などが必要 
文化財害虫事典(2001)をもとに改変(2003年3月現在) 
 
薬剤は使用目的に合わせて選ぶことが大切です。ｶﾋﾞが実際に生えていなければ、「殺菌」燻
蒸する必要はありません。害虫が発生した時には「殺虫」のための投薬量で処理しましょう。
「殺菌」には「殺虫」よりもずっと多くの薬量を必要とするため、文化財に対する薬害のお
それも増大します。 
殺虫・殺菌を有効に行うためには、適切な温度(20℃以上)が必要です。従来の燻
蒸施設の温度調節機能を利用して、その庫内でガス透過性の低い素材などを使用
して包み込み、処理を行うのも良い方法です。低酸素濃度処理、二酸化炭素処理
には特に有効です。 
  
表4 ◎燻蒸剤について(原則として薬剤が残留しない) 
薬剤 被害のおそれ
のある材質 
材質への影響 殺
虫
効
果
殺
菌
効
果
防
虫
効
果
防
カ
ビ
効
果
人
体
へ
の
安
全
性
備考 
臭化メ
チル 
硫黄を含んだ
物質(青焼き文
書、毛皮、皮革、
ゴム、写真) 、
動植物資料 
硫黄を含む物質に悪臭、動植物
資料のＤＮＡに影響 
◎ × × × × ●臭化メチルがオゾン層
破壊物質であるため、2004
年末に使用が全廃される 
臭化メ
チル・
酸化エ
チレン
製剤 
硫黄を含んだ
物質(青焼き文
書、毛皮、皮革、
ゴム、写真) 、
動植物資料 
蛋白質、セルロース、樹脂など
に化学変化の可能性、硫黄を含
む物質に悪臭、動植物資料のＤ
ＮＡに影響 
◎ ○ × × × ●臭化メチルがオゾン層
破壊物質であるため、2004
年末に使用が全廃される 
フッ化
スルフ
リル 
明確な記述な
し 
一部の金属にさび、一部の紙類
の pH の低下、一部の合成樹脂
に化学変化との報告あり、動植
物資料のＤＮＡにはあまり影
響がない 
○ × × × × ●低温では効果が劣る
(15℃以上で行う) 
●浸透性は高いが殺卵力
に劣る 
●中毒時の解毒剤なし 
●材質に及ぼす影響は微
量含まれる酸性不純物が
原因とされる 
酸化エ
チ レ
ン・フ
ルオロ
カーボ
ン製剤 
動植物資料 蛋白質、セルロース、樹脂など
に化学変化の可能性、動植物資
料のＤＮＡに影響 
○ ○ × × × ●酸化エチレンは対象物
への吸着性が高く、発がん
性あり 
●燻蒸後の十分なガス抜
きが必要 
●爆発性あり、取り扱い注
意 
酸化プ
ロピレ
ン ( 希
釈剤ア
ル ゴ
ン) 
動植物資料 楮、絹、フェルト、顔料、漆塗
膜、金箔絵画材質への影響は目
視では認められなかった、動植
物資料のＤＮＡに影響 
○ ○ × × × ●浸透性がやや劣るため、
燻蒸時に防爆ファンで撹
拌が必要 
●対象物への吸着性が高
く、発がん性の疑いのある
物質 
●爆発性あり、濃度管理に
細心の注意が必要 
ヨウ化
メチル 
銀製品、発泡ウ
レタン樹脂、硫
黄を含んだ物
質(青焼き文
書、毛皮、皮革、
ゴム、写真)、
動植物資料 
銀製品は場合によって変色、発
泡ウレタン樹脂・ダイアミド
（ナイロン）樹脂などは黄変、
青焼きコピーや皮革、ゴム、卵
白などに悪臭を生じることが
ある。動植物資料のＤＮＡに影
響 
○ ○ × × × ●沸点が高いので、気化お
よび導入の際、工夫が必要
低温では行わない 
●燻蒸雰囲気下では高温
の熱源は置かず、日光、照
明の点灯は避ける 
○:高い △:場合によっては低い ×:低い、あるいはまったくなし 
文化財害虫事典(2001)をもとに改変（2003年３月現在） 
いずれも、文化財・施設・
資材に対して使えます。 
燻蒸剤は、いずれも低温だと十分な殺虫・殺菌効果が得られ
ません。低温時に燻蒸しなければならないときは薬量を増や
すか、燻蒸時間を延長しますが、量を増やしたり、燻蒸時間
を延長すると薬害の危険性が上昇するので、できるだけ 15℃
以上で燻蒸してください。 
 表5 ◎蒸散性薬剤について(固体が昇華して効果を及ぼすもの) 
薬剤 材質への影響 殺
虫
効
果 
殺
菌
効
果 
防
虫
効
果 
防 カ
ビ 効
果 
人 体
へ の
安 全
性 
備考 対象 
DDVP 
(ジクロル
ボス) 
銀・銅などの金属にさび、樹脂
を軟化、一部のプラスチックを
変形 
○ × ○ × △ ～
× 
●ゴキブリなどの卵に
対しては、殺卵力はない 
●人体への影響が大き
いので、出入りの多いと
ころで使用しない 
エンペン
トリン 
銅製品は変色 △ × ○ × △ ●開放系では殺虫効果
は低い 
●殺卵力はない 
パラジク
ロロベン
ゼン 
プラスチックや樹脂を軟化、樟
脳と同時に使用すると、混融し
て汚損の原因となる 
△ × ○ × △ ●開放系では殺虫効果
は低い 
●殺卵力は低い 
樟脳 パラジクロロベンゼンと同時
に使用すると、混融して汚損の
原因となる 
× × ○ × △  
ナフタレ
ン 
樹脂によっては軟化、資料へ再
結晶することあり 
× × ○ × △  
い ず
れ も
文 化
財 
閉鎖空間で使用し、空間体積に対して有効量を使用した場合を示す。 
○:高い △:場合によっては低い ×:低い、あるいはまったくなし  
文化財害虫事典(2001)をもとに改変（2003年３月現在） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表6 ◎忌避処理剤について 
薬剤 適した用途 材質への影響 殺
虫
効
果 
殺
菌
効
果 
防
虫
効
果 
防
カ
ビ
効
果 
人 体
へ の
安 全
性 
備考 対象 
ピレスロイ
ド(シフェ
ノトリン)
炭酸製剤 
わら製品、竹製品、
金属のない民具、民
俗資料、移築民家、
空部屋など 
左記以外は一
般に適用困難
(くもり・べた
つき) 
△ × ○ × △ ●接触しないと殺
虫効果はない 
●殺卵力はない 
●忌避処理(防虫処
理)剤として使用す
る(持続効果 3～6
ヶ月程度) 
ピレスロイ
ド(エンペ
ントリン)
炭酸製剤 
わら製品、竹製品、
金属のない民具、民
俗資料、移築民家、
空部屋など 
左記以外は一
般的に適用困
難(銅製品は
変色) 
△ × △ × △ ●接触しないと殺
虫効果はない 
●殺卵力はない 
●忌避処理(防虫処
理)剤として使用す
る(開放空間ではす
みやかに蒸散) 
施設、一
部 の 文
化財 
○:高い △:場合によっては低い ×:低い、あるいはまったくなし  
文化財害虫事典(2001)をもとに改変（2003年３月現在） 
薬剤に手が触れたら、必ず
手を良く洗いましょう。 
忌避処理剤は「防虫」効果を付与するときに使用するもので、屋内展示
場に移築した民家などへの使用例があります。 
害虫がすでに発生している場合に使用しても、資料に隠れている害虫は
生き残るため、100％の殺虫は不可能です。 
主な施薬対象は施設です。 
表７ ◎殺菌剤について 
薬剤 材質への影響 殺 菌
効果 
防カビ
効果 
人体への
安全性 
備考 
エ タ ノ ー ル
(70%) 
材質によっては変形、
変色、色落ち 
○ － △ ●文化財の防カビ剤としては通常使用しない 
●可燃性に注意 
●使用時は、換気に注意 
パラホルムア
ルデヒド 
金属の一部にさび、顔
料の一部に変色 
○ ○ × ●目、粘膜などでの刺激性があるほか、発がん
性が疑われており、取り扱いに注意が必要 
チモール 樹脂を軟化 △ △ △ ●独特の臭気がつく 
●殺菌効果はあまり高くない 
○:高い △:場合によっては低い ×:低い、あるいはまったくなし  
文化財害虫事典(2001)をもとに改変（2003年３月現在） 
 
 
 
 
 
 
 
 
表８ ◎防カビ処理剤について(薬剤が付着・残留する) 
薬剤 適した用途 材質への影
響 
殺
虫
効
果 
殺
菌
効
果 
防
虫
効
果 
防カ
ビ効
果 
人 体
へ の
安 全
性 
備考 対象 
ヨード系炭
酸 製 剤
(IPBC) 
わら製品、竹製品、金属
のない民具、民俗資料、
移築民家、空の部屋など 
左記以外は
一般に適用
困難(鉄にさ
び) 
× × × ○ △ ●すでに発生
したカビに対
して殺菌効果
はない 
●防黴処理剤
として使用す
る 
施設、
一部の
文化財
○:高い △:場合によっては低い ×:低い、あるいはまったくなし 
文化財害虫事典(2001)をもとに改変（2003年３月現在） 
 
 
カビの生えた資料を扱う時は、作業者がカビを吸入しないように排気装置を備えた専用設備
（ドラフト）、あるいは手元排気可能な状況で行うことが必要です。少なくともカビ吸入防止
用のマスクを着用するなど、人体への安全も確保する必要があります。 
空気清浄機は有効ですが、完全ではありませんので注意が必要です。 
カビの繁殖防止は、基本的には湿度管理（相対湿度 60％以下に保つ）とほこりや汚れを
取り除く（掃除、空気清浄機の使用など）ことで達成できます。 
カビの胞子は、外気から常時、室内に侵入しています。空気を清浄に保ち、高湿度を避
けるように環境を整備しない限り、いくら薬剤を用いてもカビの被害は再発します。 
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